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■ 新年にあたってのごあいさつ

徳地地域複合型拠点施設が完成しました
■ 市政トピックス
■ お知らせ
■ 県央連携都市圏域の魅力を紹介「山口ゆめ回廊」
■ 新型コロナワクチン接種に関するお知らせ
■ 2 月の休日当番医
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2市報やまぐち　2023年（令和5年）1月合併号3 市報やまぐち　2023年（令和5年）1月合併号3

山口市長　伊藤 和貴山口市長　伊藤 和貴

　令和 5 年の年頭にあたり、市議会を代表いたしまして、謹んで新春のお慶び　令和 5 年の年頭にあたり、市議会を代表いたしまして、謹んで新春のお慶び
を申し上げます。を申し上げます。
　市民の皆様におかれましては、平素から市勢の発展と議会運営に対しまして、　市民の皆様におかれましては、平素から市勢の発展と議会運営に対しまして、
御理解と御協力を賜り、深く感謝を申し上げます。御理解と御協力を賜り、深く感謝を申し上げます。
　昨年を振り返りますと、市議会は 4 月の改選により、新人議員 9 人を含む　昨年を振り返りますと、市議会は 4 月の改選により、新人議員 9 人を含む
新たな議会構成となり、市民の皆様のお声をしっかりと市政に反映させるとい新たな議会構成となり、市民の皆様のお声をしっかりと市政に反映させるとい
う決意のもと、新型コロナウイルス感染症の影響から市民の皆様の暮らしと地う決意のもと、新型コロナウイルス感染症の影響から市民の皆様の暮らしと地
域経済を守り、元気を取り戻すための経済対策を始めとする、様々な支援策の域経済を守り、元気を取り戻すための経済対策を始めとする、様々な支援策の
充実や強化に取り組んでまいりました。充実や強化に取り組んでまいりました。
　さて、本市では現在、令和 5 年度を初年度とする「第二次山口市総合計画　さて、本市では現在、令和 5 年度を初年度とする「第二次山口市総合計画
後期基本計画」の策定が進められております。この後期基本計画の 5 年間に後期基本計画」の策定が進められております。この後期基本計画の 5 年間に
おいては、人口減少や少子高齢化の進展が依然として続く中、こうした流れにおいては、人口減少や少子高齢化の進展が依然として続く中、こうした流れに
何としても歯止めをかけるとともに、デジタル化の進展や地域脱炭素などの何としても歯止めをかけるとともに、デジタル化の進展や地域脱炭素などの
新しい時代に対応したまちづくりを進めていく必要があります。新しい時代に対応したまちづくりを進めていく必要があります。
　こうした課題を踏まえながら、市議会におきましては、本年も引き続き、　こうした課題を踏まえながら、市議会におきましては、本年も引き続き、
市民の皆様の負託と信頼に応えることができますよう、市民の皆様の御意見を市民の皆様の負託と信頼に応えることができますよう、市民の皆様の御意見を
十分にお聴かせいただきながら、全ての地域の皆様が安心して元気に暮らすこと十分にお聴かせいただきながら、全ての地域の皆様が安心して元気に暮らすこと
のできる、「ずっと元気な山口」の実現を目指して、議員一丸となり、全力をのできる、「ずっと元気な山口」の実現を目指して、議員一丸となり、全力を
尽くしてまいる所存でございます。尽くしてまいる所存でございます。
　結びに、新しい年が市民の皆様にとりまして、幸せで実り多く、大いなる　結びに、新しい年が市民の皆様にとりまして、幸せで実り多く、大いなる
飛躍の年となりますことを心から祈念申し上げまして、新年の御挨拶といた飛躍の年となりますことを心から祈念申し上げまして、新年の御挨拶といた
します。します。

　清々しい新春を迎え、謹んで新年のお慶びを申し上げます。　清々しい新春を迎え、謹んで新年のお慶びを申し上げます。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に加え、生活者支援、事　昨年は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に加え、生活者支援、事
業者支援として本市独自の緊急対策を進めるとともに、本市の将来を見据えた業者支援として本市独自の緊急対策を進めるとともに、本市の将来を見据えた
主要プロジェクトにもしっかりと取り組んだ 1 年でございました。主要プロジェクトにもしっかりと取り組んだ 1 年でございました。
　こうした中迎える本年は、「第二次山口市総合計画後期基本計画」の取り組　こうした中迎える本年は、「第二次山口市総合計画後期基本計画」の取り組
みがスタートいたします。『「ずっと元気な山口」の実現～誰もが活躍し　まちみがスタートいたします。『「ずっと元気な山口」の実現～誰もが活躍し　まち
もひとも　今も未来も　元気な山口に～』を目指し、次の三つの点に重点を置もひとも　今も未来も　元気な山口に～』を目指し、次の三つの点に重点を置
いたまちづくりを市民の皆様と共に進めてまいります。いたまちづくりを市民の皆様と共に進めてまいります。
　一つ目は、「個性と安心の 21 地域づくり」と「広域県央中核都市づくり」　一つ目は、「個性と安心の 21 地域づくり」と「広域県央中核都市づくり」
の取り組みを一体的に進めることで、農山村も都市も共に共存共栄し、全てのの取り組みを一体的に進めることで、農山村も都市も共に共存共栄し、全ての
地域に安心して住み続けられるまちづくりを進めてまいります。地域に安心して住み続けられるまちづくりを進めてまいります。
　二つ目は、市民生活のあらゆる分野で、環境の変化に対応し、安心して元気に暮　二つ目は、市民生活のあらゆる分野で、環境の変化に対応し、安心して元気に暮
らすことのできるまちづくりを進めるとともに、エネルギー価格・物価の高騰等にらすことのできるまちづくりを進めるとともに、エネルギー価格・物価の高騰等に
対応した社会経済活動を支える取り組みを、引き続き全力で進めてまいります。対応した社会経済活動を支える取り組みを、引き続き全力で進めてまいります。
　三つ目は、市民や地域、企業などの皆様の「未来に向けたチャレンジ」や更　三つ目は、市民や地域、企業などの皆様の「未来に向けたチャレンジ」や更
なる活躍を、大学などの高等教育機関などと連携して支えることで、地域課題なる活躍を、大学などの高等教育機関などと連携して支えることで、地域課題
の解決や地域経済の活性化につなげてまいります。こうした未来に向けたチャの解決や地域経済の活性化につなげてまいります。こうした未来に向けたチャ
レンジを支える基盤として、「人材育成」（HX）・「デジタル化」（DX）・「地域レンジを支える基盤として、「人材育成」（HX）・「デジタル化」（DX）・「地域
脱炭素」（GX）の３つのトランスフォーメーションを一体的に進めることで、脱炭素」（GX）の３つのトランスフォーメーションを一体的に進めることで、
本市の持続的な発展につなげてまいります。本市の持続的な発展につなげてまいります。
　本年が皆様方にとりまして、健やかで実り多い一年となりますことを心から　本年が皆様方にとりまして、健やかで実り多い一年となりますことを心から
祈念いたしまして、新年の御挨拶といたします。祈念いたしまして、新年の御挨拶といたします。

臼美歩道（秋穂二島）から見た日の出 謹
賀
　
新
年
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山口市議会議長　山口市議会議長　
入江 幸江入江 幸江
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令和 2 年 12 月から新築工事を進めていた徳地地域複合型拠点施設がこのほど完成し、令和 4 年 11 月 14 日か
ら供用を開始し、同月 20 日に落成記念式典を執り行いました。今回は、新しく生まれ変わった徳地地域複合型
拠点施設をご紹介します。
問  徳地総合支所地域振興課 ☎ 0835-52-1111

徳地地域複合型拠点施設が完成しました

①徳地の地域資源である銘木「滑
松」を使用したカウンター②徳地
の伝統工芸品である「徳地和紙」
を使用した階段・廊下のフェン
ス③診療所スペース。総合支所
を含む複合施設としては初めて、
診 療 所 機 能 を 整 備 ④ ⑤ ⑥ 11 月
20 日に行われた落成記念式典の
様子。番号順に、通路に掲示さ
れた「広報誌で辿る徳地の歴史」

（ 昭 和 30 年 6 月 15 日 発 行 の 第
1 号以降の広報誌を掲示）で昔を
振り返る人々、多くの人でにぎ
わうセントラルロビー、完成を
記念して行われた餅まきの様子

所在地 徳地堀 1561-1

敷地面積 13,199.62㎡

延床面積 2,746.96㎡

構造 鉄筋コンクリート
造 2 階建て

駐車台数 来庁者用 50 台
身障者用 5 台

建 物 概 要

施
設
の
概
要

　

本
施
設
は
、
老
朽
化
し
た
徳
地
総

合
支
所
と
徳
地
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

の
建
て
替
え
整
備
に
合
わ
せ
、
既
存

の
徳
地
保
健
セ
ン
タ
ー
、
消
防
車
庫
、

新
設
の
徳
地
診
療
所
を
一
体
化
し
、

地
域
の
中
核
と
な
る
よ
う
整
備
し
た

複
合
施
設
で
す
。「
に
ぎ
わ
い
と
交

流
を
生
み
出
す
地
域
拠
点
施
設
」
を

実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
徳
地
特
産
品

販
売
所
「
南
大
門
」
や
市
立
中
央
小

学
校
な
ど
の
周
辺
施
設
と
の
連
携
に

配
慮
し
つ
つ
、
徳
地
文
化
ホ
ー
ル
と

の
一
体
化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
、
お
互
い
の
機
能
向
上
や
利
用
価

値
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
配
置
と

し
て
整
備
し
ま
し
た
。

施
設
の
機
能

■
行
政
窓
口
や
相
談
コ
ー
ナ
ー
と
い
っ

た
行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
は

じ
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
機
能
の
ほ

か
、
地
域
団
体
の
事
務
室
や
多
目

的
室
、
調
理
実
習
室
や
講
座
室
な

ど
の
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
活
動
、

地
域
づ
く
り
活
動
の
拠
点
と
な
る

機
能
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。

■
徳
地
地
域
の
医
療
体
制
の
確
保
と

継
続
的
な
運
営
、
高
齢
者
の
皆
さ

ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
や
住
ま
い

で
生
涯
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
、
自

立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充

実
を
図
る
た
め
「
山
口
市
徳
地
診

療
所
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

概算事業費内訳
事業内容 事業費
測量、設計、調査等 約 1 億 1,404 万円
用地購入等 約 6,414 万円
敷地造成工事等 約 6,403 万円
本体新築工事等 約 15 億 7,058 万円
屋外整備工事等 約 3 億 935 万円
旧地域交流センター
解体工事等 約 1 億 5,130 万円
合計 約 22 億 7,344 万円

徳地地域複合型拠点施設

徳地文化ホール

資源物
ステーション

P
P

P

徳地地域
複合型拠点施設
徳地地域
複合型拠点施設

ご利用案内

地域担当　TEL： 0835-52-0217 　FAX： 0835-52-0049

徳地地域交流センター

平日（ 8：30 ～ 17：15 ）
※ご不明な点がございましたら、地域交流センターに
　お問い合わせください。

・地域交流センターご利用案内

徳地地域づくり協議会
TEL：0835-52-0095　

山口市社会福祉協議会徳地出張所
TEL：0835-52-0100　FAX：0835-52-0100

山口市シルバー人材センター徳地出張所
TEL：0835-53-1020　FAX：0835-53-1020

山口市徳地診療所
TEL：0835-53-0500　FAX：0835-52-0111

徳地地域複合型拠点施設へのアクセス

佐 

波 

川

中国自動車道

南大門
丸久

交番
郵便局 GS

徳地地域
複合型拠点施設

ローソン

中央小学校

至 周南

至 山口

至 防府

徳地IC

徳地中学校
489

376

376

18424

〈業務内容〉生涯学習（社会教育、社会体育）、
　　　　　     地域交流センター・　    文化スポーツ施設の利用受付等

8：30 ～ 22：00

年末年始（12月29日～ 1月3日）

利用希望日の前月の初日から申し込みできます。
地域交流センター事務室にある利用許可申請書にご記入の上、
ご提出ください。

利用申込方法

休館日

利用時間

申込受付時間

名　　称　：　徳地地域複合型拠点施設
所  在  地　：　山口市徳地堀１５６１番地１
構　　造　：　鉄筋コンクリート
階　　数　：　地上２階
敷地面積　：　１３，１９９.６２㎡
延床面積　：　２，７４６.９６㎡
供用開始　：　令和４年１１月１４日

施
設
概
要

徳地総合支所

地域振興課・政策管理室

開 庁 日 ：平日（月曜日～金曜日）
業務時間  ：  8：30 ～ 17：15
閉 庁 日 ：土曜日・日曜日、祝日、
　　　　　　年末年始（12月29日～ 1月3日）

地域振興担当 TEL：0835-52-1111　FAX：0835-52-1782
〈業務内容〉　地域振興、地縁団体、生活安全、交通安全、
　　　　　　犬の登録、ごみ・資源物の分別等

総合サービス課

高齢福祉課

市民生活担当 TEL：0835-52-1113　FAX：0835-52-0760
〈業務内容〉　戸籍、住所変更、証明発行、健康保険、
　　　　　　マイナンバー等

健康福祉担当 TEL：0835-52-1121　FAX：0835-52-0760
〈業務内容〉　障がい福祉、高齢福祉、介護保険、
　　　　　　児童手当、保育園等

健康づくり担当 TEL：0835-52-1114　FAX：0835-52-0444
〈業務内容〉　健康づくり、介護予防、母子保健、健康診査等

　※保健センター内

包括支援担当 TEL：0835-52-0670　FAX：0835-52-0444
〈業務内容〉　地域包括支援センター、高齢福祉、介護予防等

　※保健センター内

農林課

土木課

農畜産振興担当

管理担当

維持・整備担当

TEL：0835-52-1115　FAX：0835-52-1301
外部団体

〈業務内容〉　担い手支援、生産振興等

整備担当 TEL：0835-52-1116　FAX：0835-52-1301
〈業務内容〉　土地改良、林道、治山等

森林活用・セラピー担当 TEL：0835-52-1122　FAX：0835-52-1301

TEL：0835-52-1112　FAX：0835-52-0014

TEL：0835-52-1112　FAX：0835-52-0014

〈業務内容〉　森林セラピー、有害鳥獣等

〈業務内容〉　庁舎管理、防災、市営住宅、公園等

〈業務内容〉　道路、河川、法定外公共物、 災害防止等

■
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
利

用
促
進
を
図
る
た
め
、
蓄
電
池
付

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る

ほ
か
、
災
害
時
の
停
電
に
よ
る
業

務
継
続
を
目
的
と
し
た
自
家
発

電
設
備
も
設
置
し
、
３
日
程
度
の

発
電
が
可
能
な
燃
料
を
備
蓄
し

て
い
ま
す
。

■
多
目
的
ト
イ
レ
や
授
乳
室
を
設
置

し
、
す
べ
て
の
人
が
使
い
や
す
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
隣
接
す
る
徳
地
文
化
ホ
ー

ル
を
、
本
施
設
と
の
渡
り
廊
下
の
設

置
に
よ
り
、
一
体
的
に
利
用
で
き
る

よ
う
に
改
修
し
た
ほ
か
、
音
響
設
備

や
照
明
設
備
を
更
新
す
る
な
ど
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
文
化
活
動
の
み
な
ら

ず
地
域
活
動
等
に
も
活
用
い
た
だ
け

る
よ
う
整
備
し
ま
し
た
。

今
後
の
整
備
予
定

　
複
合
施
設
本
体
の
工
事
は
完
了
し

ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、
旧
徳
地
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
解
体
工
事
等
を
予

定
し
て
お
り
、
全
体
の
工
事
完
了
は
、

令
和
6
年
3
月
の
見
込
み
で
す
。

　
地
域
づ
く
り
や
地
域
内
外
の
交
流

の
中
心
的
な
拠
点
と
し
て
、
地
域
の

活
性
化
に
寄
与
し
、
便
利
で
皆
さ
ん

の
安
心
を
支
え
る
施
設
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
っ
た
徳
地
地
域
複
合
型
拠
点

施
設
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

1 2

43

5 6 問問
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​​

ふ
る
さ
と
産
業
振
興
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
９
２
８

イ
ン
グ
に
つ
な
が
る
産
業
創
出
を
テ
ー
マ

と
し
た
事
業
連
携
に
関
す
る
協
定
」
の
締

結
式
を
市
役
所
で
行
い
ま
し
た
。

　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は
、
世
界
保
健

機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
に
よ
れ
ば
、
肉
体
的
、

精
神
的
、
社
会
的
す
べ
て
に
お
い
て
満
た

さ
れ
た
状
態
で
あ
る
こ
と
と
定
義
さ
れ
、

満
足
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
状
態
な
ど
、
多
面
的
な
「
幸
せ
」
を
表

す
言
葉
で
す
。

本
協
定
は
、
Ｎ

Ｉ
Ｍ
Ｓ
の
保
有

す
る
材
料
技
術

等
を
活
用
し
、

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
の
実
現
に

向
け
た
ヘ
ル
ス

ケ
ア
産
業
等
の

創
出
お
よ
び
支

援
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
事
業

を
連
携
し
て
展
開
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
す
。

　
締
結
式
で
市
長
は
「
協
定
締
結
を
契
機

と
し
た
取
り
組
み
な
ど
を
連
携
し
て
展
開

す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
健
康
意
識
の

向
上
や
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の
創
出
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
た
び
の
取
り
組
み
に
お
い
て
蓄
積
さ

れ
る
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
り
、
山
口
か

ら
新
た
な
産
業
の
創
出
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
生
み
出
さ
れ
る
よ
う
、
全
力
で
こ
の

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

の
移
住
・
定
住
の
促
進
の
４
つ
の
項
目
に

つ
い
て
、
相
互
に
密
接
な
連
携
と
協
力
の

も
と
、
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
締
結
式
で
市

長
は
「
こ
の
協

定
を
契
機
に
、

よ
り
強
固
な
連

携
・
協
力
の
も

と
、
地
域
の
特

性
を
生
か
し
た

農
産
物
の
産
地

形
成
や
、
作
物

の
ブ
ラ
ン
ド

化
、
加
工
品
の
開
発
な
ど
、
農
業
分
野
に

お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
展
開
で

き
る
こ
と
は
、
大
変
意
義
深
く
、
本
市
の

農
業
振
興
を
よ
り
一
層
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
大
い
に
期
待
を
し
て
い
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。

農
業
政
策
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
１
４

設
計
・
製
缶
事
業
や
プ
ラ
ン
ト
事
業
を
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
九
州
や

関
西
へ
の
販
路
拡
大
を
図
る
た
め
山
口
テ

ク
ノ
パ
ー
ク
（
佐
山
地
域
）
に
、
水
処
理

施
設
向
け
の
配

管
ラ
ッ
ク
の
製

作
お
よ
び
非
常

用
発
電
装
置
の

配
管
製
造
を
中

心
に
取
り
組
ま

れ
る
「
株
式
会

社
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｉ

Ｎ 

山
口
事
業

所
」
を
開
設
さ

れ
ま
す
。

　
新
事
業
所
で
は
、
従
業
員
の
現
地
採
用

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。​​

産
業
立
地
推
進
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４

‐
２
８
１
３　

予
定
で
、
長
期
的
な
採
用
計
画
で
順
次
現

地
採
用
を
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

産
業
立
地
推
進
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４

‐
２
８
１
３

障
が
い
者
福
祉
全
般
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
聴
覚
障
害
者
福
祉
会
の
久
保

淑
子
会
長
に
よ
る
手
話
体
験
や
、
市
内
３

大
学
の
手
話
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
手
話
歌
披

露
の
ほ
か
、
ろ
う
者
と
し
て
日
本
初
の
薬

剤
師
で
、
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
聴
覚
障
が

い
者
の
国
際
総
合
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会
）

銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
早
瀬
久
美
さ
ん
の
講
演

会
も
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
市
で
は
、
誰
も
が
手
話
を
使
用

し
や
す
い
環
境
の
構
築
に
向
け
、
手
話
へ

の
理
解
の
促
進
、
手
話
の
普
及
に
必
要
な

施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。​

障
が
い
福
祉
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
９
４

ウェブサイト
でも公開中

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

TOPICS

秋
穂
地
域
で
活
動
す
る
地
域

お
こ
し
協
力
隊
が
着
任

問   問   

　
11
月
11
日
（
金
）、
株
式
会
社
ア
ル
ジ
ー

と
本
市
が
、
県
の
立
ち
会
い
の
も
と
、
進

出
協
定
の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
調
印
に
あ
た
り
、
市
長
は
「
放
送
、
通

信
事
業
を
展
開
さ
れ
る
こ
と
で
、
本
市
に

お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
や
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

の
推
進
に
も
大
き
く
貢
献
い
た
だ
け
る
も

の
と
大
変
心
強
く
思
っ
て
い
る
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
東
京
都
港
区
に
本
社
を
置
き
、

デ
ジ
タ
ル
衛
星
放
送
の
送
出
代
行
業
務
を

主
体
に
、
番
組
編
集
や
衛
星
中
継
な
ど
を

中
心
に
事
業
展

開
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た

び
、
宮
野
地
域

に
、
国
内
お
よ

び
海
外
と
の
通

信
の
た
め
の
衛

星
中
継
拠
点
お

よ
び
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
事
業
を

行
う「
株
式
会
社
ア
ル
ジ
ー
山
口
テ
レ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）」を
建
設
さ
れ
ま
す
。

　
新
事
業
所
は
、
令
和
５
年
９
月
に
操
業

　
11
月
13
日
（
日
）、
令
和
４
年
４
月
１
日

に
施
行
さ
れ
た
「
山
口
市
み
ん
な
の
手
話

言
語
条
例
」
や
「
手
話
は
言
語
」
で
あ
る

こ
と
を
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
中
心
商
店
街
で
Ｐ
Ｒ
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
中
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
Ｎ
ａ
ｃ

で
行
っ
た
ス
テ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
出
席

し
た
市
長
は
「
条
例
の
施
行
を
き
っ
か
け

に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
手
話
を
使
用
し
や

す
い
環
境
の
構

築
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進

し
て
い
く
。
障

が
い
の
あ
る
方

も
な
い
方
も
、

住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
も

株
式
会
社
ア
ル
ジ
ー
の

進
出
協
定
調
印
式
を
行
い
ま
し
た

「
山
口
市
み
ん
な
の
手
話
言
語
条
例
」

Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　
11
月
16
日
（
水
）、
株
式
会
社
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
と
本
市
が
、
県
の
立
ち
会
い
の
も
と
、

進
出
協
定
の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
調
印
に
あ
た
り
、
市
長
は
「
西
日
本
で

の
事
業
展
開
の
拠
点
と
し
て
、
本
市
の
工

業
集
積
地
で
あ
る
山
口
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
へ

進
出
さ
れ
る
こ
と
で
、
本
市
が
進
め
て
い

る
地
方
創
生
の
取
り
組
み
に
も
大
き
く
貢

献
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
、
大
変
心
強

く
感
じ
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
宮
城
県
宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
に

本
社
を
置
き
、
東
日
本
を
中
心
に
Ｃ
Ａ
Ｄ

株
式
会
社
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
の

進
出
協
定
調
印
式
を
行
い
ま
し
た

　
11
月
17
日
（
木
）、
市
役
所
に
お
い
て
、

株
式
会
社
秋
川
牧
園
と
の
食
料
・
農
業
・

農
村
振
興
に
関
す
る
連
携
協
定
締
結
式
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
本
市
の
食
料
・
農
業
・

農
村
振
興
に
向
け
、
持
続
可
能
な
農
業
へ

の
仕
組
み
づ
く
り
、
安
心
安
全
な
農
畜
産

物
の
販
売
・
普
及
、
食
育
、
農
村
地
域
へ

株
式
会
社
秋
川
牧
園
と
食
料
・

農
業
・
農
村
振
興
に
関
す
る
連
携

協
定
を
締
結

　
11
月
18
日
（
金
）、
国
立
研
究
開
発
法
人

物
質
・
材
料
研
究
機
構
（
以
下
「
Ｎ
Ｉ
Ｍ

Ｓ
」
と
い
う
。）、
森
ビ
ル
都
市
企
画
株
式

会
社
（
山
口
市
産
業
交
流
拠
点
施
設
指
定

管
理
者
）
と
本
市
に
よ
る
、「
ウ
ェ
ル
ビ
ー

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
つ
な
が
る

産
業
創
出
を
テ
ー
マ
と
し
た
事
業

連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　
12
月
１
日
（
木
）、
秋
穂
地
域
で
活
動
す

る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
着
任
式
を
市
役

所
で
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
着
任
し
た
小
齋
渚
さ
ん
は
、

「
秋
穂
地
域
の
水
産
業
の
振
興
と
に
ぎ
わ
い

の
創
出
」
を
テ
ー
マ
に
、
本
市
で
は
初
め

て
と
な
る
山
口
県
漁
業
協
同
組
合
と
連
携

し
た
活
動
や
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

着
任
式
で
市

長
は
「
こ
れ
ま

で
の
社
会
人
経

験
で
培
っ
て
こ

ら
れ
た
ス
キ
ル

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
使
っ
た
情

報
発
信
や
新
商

品
の
開
発
等
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
本
市
と
し

て
も
、
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り

た
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
着
任
し
た
小
齋
隊
員
を
含
め
、

本
市
で
は
現
在
14
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
制
度

を
活
用
し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
や
地
場
産
業

の
開
発
・
販
売
・
発
信
等
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
任
期
後
の
定
住
・
定
着
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

​​

水
産
港
湾
課
☎
０
８
３
‐
９
８
４
‐

８
０
２
６

　
12
月
14
日
（
水
）、
富
国
生
命
保
険
相

互
会
社
山
口
支
社
様
か
ら
、
ク
レ
ヨ
ン

１
０
０
個
を
御
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
富
国
生
命
保
険
相
互
会
社
様
は
、
障
が

い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
ア
ー
ト
制
作
を

応
援
す
る
「
す
ま
い
る
・
ぎ
ゃ
ら
り
ー
」

と
い
う
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
び
、
創
業
１
０
０
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
障
が
い
の
あ
る
お
子
様
が
描
い
た

絵
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
し
た
「
お
や
さ
い
ク

レ
ヨ
ン
」
を
製
作
さ
れ
、
地
域
貢
献
の
一

環
と
し
て
、
ク

レ
ヨ
ン
を
御
寄

附
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

市
長
は
「
こ

の
た
び
御
寄
附

い
た
だ
い
た
ク

レ
ヨ
ン
は
、
市

内
の
幼
稚
園
な

ど
に
配
布
し
、

し
っ
か
り
と
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と

感
謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

​​

保
育
幼
稚
園
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
９
８

富
国
生
命
保
険
相
互
会
社
山
口

支
社
か
ら
ク
レ
ヨ
ン
を
受
贈

問   問   

問   問   

問   問   

問   問   

問   問   問   問   

手話サークルによる手話歌披露の様子

調印式の様子

調印式の様子

小齋隊員（左）と市長

記念撮影の様子

記念撮影の様子

記念撮影の様子
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ど
が
多
く
残
る
大
殿
地
域
を
中
心
と
し

た
「
大
内
文
化
特
定
地
域
」
で
実
施
さ
れ

る
、
歴
史
資
源
等
を
活
用
し
た
地
域
の
活

性
化
を
図
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
、
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。 

▼
対
象
事
業
期
間 

４
月
１
日
（
土
）
～
令
和
６
年
３
月
31
日

（
日
） 

▼
対
象 

市
内
を
拠
点
に
活
動
す
る

民
間
団
体
・
個
人 

申
問 

２
月
15
日（
水
）～

28
日
（
火
）
に
、
来
所
ま
た
は
郵
送
で
、

所
定
の
様
式
に
よ
り
、
文
化
交
流
課
☎

０
８
３

９
３
４

４
１
５
５ 

※
要
綱

は
、
１
月
10
日
（
火
）
～
２
月
28
日
（
火
）

に
同
課
で
配
布
の
ほ
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
も
入
手
可
。
な
お
、
補
助
金
の
内

容
等
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼ 

山
口
（
〒
７
５
３

８
６
５
０ 

亀
山
町
２

１
）
☎
０
８
３

９
２
２

４
１
１
１　
　
　
　
▼ 

阿
知
須
（
〒
７
５
４

１
２
９
２ 

阿
知
須
２
７
４
３
）
☎
０
８
３
６

６
５

４
１
１
１

▼ 
小
郡
（
〒
７
５
４

８
５
１
１ 

小
郡
下
郷
６
０
９

１
）
☎
０
８
３

９
７
３

２
４
１
１　
▼ 

徳
地
（
〒
７
４
７

０
２
９
２
徳
地
堀
１
５
６
１

１
）
☎
０
８
３
５

５
２

１
１
１
１　

▼ 
秋
穂
（
〒
７
５
４

１
１
９
２ 

秋
穂
東
６
５
７
０
）
☎
０
８
３

９
８
４

２
１
２
１　
　
　
▼ 

阿
東
（
〒
７
５
９

１
５
１
２ 

阿
東
徳
佐
中
３
４
１
７

２
）
☎
０
８
３

９
５
６

０
１
１
１

総合支所

お電話での問い合わせが困難な方は、お名前、FAX 番号を明記の上、下記まで
ご連絡ください。担当へおつなぎします。広報広聴課　　083-934-2643

国民年金の保険料は、2 年分、１年分、または半年分を、まと
めて４月（半年分の場合、10 月～３月分は 10 月）に前納する
ことができます。前納すると、保険料が割り引きされる上、毎
月保険料を納付する手間が省け、保険料の納め忘れの心配もあ
りません。また、口座振替で前納されるとさらにお得です。
口座振替での前納、クレジットカード納付を希望される方は、2
月末までにお申し込みください。なお、現金（納付書）で 2 年
前納を希望される方は、申し出が必要です。

【口座振替納付の申し込み】
■持参品　基礎年金番号が分かるもの、金融機関への届出印、口座

番号が分かるもの
■前納の引落日　４月末日（金融機関の休業日の場合は翌営業日）

【クレジットカード納付の申し込み】
■持参品　基礎年金番号が分かるもの、クレジットカード（カー

ド名義人の署名が必要）
■前納立替納付日　４月末日（金融機関の休業日の場合は翌営業日）

※令和 5 年度の割引額は、3 月以降にお問い合わせください。

【令和 4 年度に前納した場合の割引額（参考）】

ご存じですか？
国民年金の前納制度

　　　保険年金課 ☎ 083-934-2801、 各総合支所総合サービス課

納付方法
割引額

半年前納 1 年前納 2 年前納

口座振替納付 1,130 円 4,170 円 15,790 円
クレジット納付 　810 円 3,530 円 14,540 円

現金納付 　810 円 3,530 円 14,540 円

山口年金事務所☎ 083-922-5660 （音声ガイダンス②→②）問問申申

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所所 問問申申

介護保険利用者の医療費控除介護保険利用者の医療費控除

　 介護保険課 ☎ 083-934-2795、 小郡保健福祉センター内介

護保険課、 各総合支所総合サービス課 （秋穂、 阿知須、

徳地、 阿東）

※医療費控除については、 山口税務署☎ 083-922-1340 （音

声ガイダンスに従い番号を選択してください。） または、 市

民税課 ☎ 083-934-2735

所得税の確定申告または市・県民税申告で、医療費控除の
対象となる場合があります。
介護サービス費の医療費控除

介護保険サービス利用の自己負担額が、医療費控除の対象と
なる場合があります。支払額から高額介護サービス費等の
保険で補填される金額を差し引いた金額が対象となります。
●医療費控除を受けるためにご準備いただくもの

申告用に作成された医療費控除の明細書（介護サービス
利用料領収書等に記載された医療費控除対象額を集計し
たもの）

おむつ代の医療費控除

介護保険の要介護認定を受けている方が、おむつを必要と判
断された場合には、おむつ代が医療費控除の対象となります。
●医療費控除を受けるためにご準備いただくもの

・申告用に作成された医療費控除の明細書（おむつ代の金
額を集計したもの）

・医師が発行する証明書（おむつ使用証明書）
※２年目以降で要件に該当する方は、市で証明書を発行す

ることができます。詳細は、お問い合わせください。
問

募
集

市
・
県
民
税
の
申
告
相
談

　
確
定
申
告
に
あ
わ
せ
、
総
合
支
所
や
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、
申
告
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
会
場
ご
と
に
相
談
日
や

受
付
時
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
日
程
や

必
要
書
類
等
の
詳
細
は
、
市
報
１
月
合

併
号
と
同
時
配
布
の
「
市
・
県
民
税
申

告
相
談
に
つ
い
て
」
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。 

問 

市
民
税
課
☎
０
８
３

９
３
４


２
７
３
５

山
口
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た

め
、
所
得
税
の
申
告
書
の
作
成
・
提
出
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た

ｅ

Ｔ
ａ
ｘ
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
申
告

書
の
作
成
や
税
務
相
談
等
は
、
国
税
庁
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
や
「
確
定
申
告
特
集
サ
イ
ト
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
告
会
場
の
混
雑

緩
和
の
た
め
、
入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で

す
。
入
場
整
理
券
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
の
国

税
庁
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で

事
前
発
行
で
き
る
ほ
か
、
申
告
会
場
で
も
当

日
配
付
し
ま
す
。
な
お
、
入
場
整
理
券
の
配

付
状
況
に
応
じ
て
、
後
日
の
来
場
を
お
願
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

▼
期
間
・
場
所 

２
月
16
日
（
木
）
～
３
月
15
日
（
水
）
…

中
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
・
Ｎ
ａ
ｃ
（
中

市
町
３

13
） 

問 

山
口
税
務
署
☎
０
８
３


９
２
２

１
３
４
０ 

※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス

に
従
い
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
／ 

ｅ

Ｔ
ａ
ｘ
作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

☎
０
５
７
０

０
１

５
９
０
１

令
和
４
年
分
保
険
料
納
付
額

証
明
書
を
郵
送
し
ま
す

　
昨
年
に
納
付
さ
れ
た
「
介
護
保
険
料
」、

「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
」
の
納
付
額
証

明
書
を
１
月
20
日
（
金
）
に
発
送
し
ま
す
。

所
得
税
や
市
県
民
税
の
申
告
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
※
地
域
に
よ
っ
て
は
配
達
に
１

週
間
程
度
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
※

「
国
民
健
康
保
険
料
」の
納
付
額
証
明
書
は
、

昨
年
10
月
に
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、
９
月

２
日
以
降
に
加
入
届
を
提
出
さ
れ
た
世
帯

に
は
、
証
明
書
を
郵
送
し
て
い
ま
せ
ん
。

必
要
な
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 
問 

収
納
課
☎
０
８
３

９
３
４

２
７
３
９

国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の

申
請
手
続
を
簡
素
化
し
ま
す

　
高
額
療
養
費
制
度
は
、
医
療
機
関
等
で
支

払
う
１
カ
月
の
医
療
費
が
自
己
負
担
限
度
額

を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た
額
を
申
請

に
よ
り
支
給
で
き
る
制
度
で
す
。
こ
れ
ま
で

月
ご
と
に
申
請
が
必
要
で
し
た
が
、
令
和
４

年
11
月
診
療
分
か
ら
、
簡
素
化
申
請
書
を
提

出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
後
の
高
額
療
養

費
の
支
給
申
請
は
原
則
不
要
と
な
り
、
自
動

で
振
り
込
み
さ
れ
ま
す
。
▼
対
象
世
帯 

国

民
健
康
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
世
帯 

▼
持

参
品 
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）、

振
込
先
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の 

※
申
請

書
様
式
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
保
険
年

金
課
、
各
総
合
支
所
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
等

で
取
得
可
能 

※
令
和
４
年
７
月
～
10
月
に

月
５
０
０
０
円
以
上
の
高
額
療
養
費
の
支

給
が
あ
る
世
帯
に
は
、
勧
奨
通
知
に
同
封

し
て
簡
素
化
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
※

振
込
口
座
の
名
義
人
が
世
帯
主
で
な
い
場

合
は
、
申
請
書
委
任
欄
に
記
入
が
必
要 　

 

持
参
ま
た
は
郵
送
で
、
保
険
年
金
課
、
各

総
合
支
所
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
、
各
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
（
次
は
除
く
。
大
殿
、
白
石
、

湯
田
、
小
郡
、
秋
穂
、
阿
知
須
、
徳
地
、

阿
東
）
お
よ
び
分
館
、
大
海
総
合
セ
ン

タ
ー  

問 

保
険
年
金
課
☎
０
８
３

９
３
４


２
８
０
２

合
併
処
理
浄
化
槽
の

補
助
対
象
区
域
が
変
わ
り
ま
す

　
大
内
（
矢
田
南
（
六
丁
目
は
除
く
）、
矢

田
北
、
矢
田
、
長
野
）、
深
溝
、
佐
山
地

区
の
一
部
は
、
令
和
４
年
度
末
に
公
共
下

水
道
の
事
業
計
画
区
域
と
な
る
予
定
で

す
。
事
業
計
画
区
域
内
は
、
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
補
助
制
度
の
対
象
外
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
既
存
住
宅
の
浄
化
槽
設
置

は
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
市
上
下
水
道
局
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。 

問 

公
共
下
水
道
事
業

計
画
区
域
に
つ
い
て
…
下
水
道
整
備
課
☎

０
８
３

９
３
３

６
６
９
２
、
合
併
処

理
浄
化
槽
の
設
置
補
助
に
つ
い
て
…
業
務

課
☎
０
８
３

９
３
３

６
６
９
１

大
海
総
合
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
の

一
時
利
用
停
止

　
施
設
改
修
工
事
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
大

海
総
合
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
の
利
用
を
一
時
停

止
し
て
い
ま
す
。再
開
に
つ
い
て
は
、市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

▼
期
間 

２
月
16
日
（
木
）
ま
で 

問 

社
会
教
育
課
☎

０
８
３

９
３
４

２
８
６
５

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

考
え
ま
し
ょ
う

　
平
成
７
年
１
月
17
日
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
を
契
機
と
し
て
、
毎
年
１
月
17
日
を

「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」、
１
月
15

日
か
ら
21
日
ま
で
が「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
週
間
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
期
間
中
、

防
災
に
関
連
し
た
展
示
を
行
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
自
主
的
な
防
災
活
動
に
つ

い
て
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
日
ご

ろ
の
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。 

【
防
災
展
示
】 

▼
期
間 

１
月

16
日
（
月
）
～
20
日
（
金
） 

▼
場
所 

山
口

総
合
支
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル 

▼
内
容 

防

災
グ
ッ
ズ
等
の
展
示 

問 

防
災
危
機
管
理

課
☎
０
８
３

９
３
４

２
７
２
３

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

　
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時

に
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

で
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報
の
伝

達
手
段
の
試
験
を
行
い
ま
す
。 

▼
日
時 

２

月
15
日
（
水
）
11
時 

▼
伝
達
方
法 

①
防
災

行
政
無
線
…
電
子
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
「
３
秒
吹

鳴
後
２
秒
休
み
×
４
回
」、「
音
声
放
送
」
／

②
モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
（
山
口
・
小
郡
・
秋

穂
・
阿
知
須
地
域
）
…
モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン

の
吹
鳴
「
３
秒
吹
鳴
後
２
秒
休
み
×
４
回
」

／
③
市
防
災
メ
ー
ル
、
山
口
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、ツ
イ
ッ

タ
ー
、
山
口
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
の
テ
ロ
ッ

プ
掲
載 

問 

防
災
危
機
管
理
課
☎
０
８
３


９
３
４

２
７
２
３

山
口
市
建
国
記
念
の
日
奉
祝
大
会

▼
期
日 

２
月
11
日
（
土
・
祝
） 【
日
の
丸
行

進
】
▼
時
間 

10
時 

▼
場
所 

亀
山
公
園
ふ
れ

あ
い
広
場
（
中
河
原
73

１
）
出
発 

【
祝
賀

式
典
・
祝
餅
配
り
等
】
▼
時
間 

11
時 

▼
場

所 

山
口
市
民
会
館 

申
問 

２
月
８
日
（
水
）

ま
で
に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号

を
、
山
口
市
建
国
記
念
の
日
奉
祝
会
重
弘

さ
ん
ケ
０
９
０

７
５
０
３

７
１
９
６

フ
０
８
３

６
０
９

２
７
３
３
メm

aj-
shigehiro@

ac.auone-net.jp

大
内
文
化
特
定
地
域

活
性
化
事
業
補
助
金

　
大
内
氏
に
ま
つ
わ
る
史
跡
や
文
化
財
な

問問

問問

問問

問問

問問

問問

問問

問問

問問
申申

問問
申申

申申

暮
ら
し



10市報やまぐち　2023年（令和5年）1月合併号11 市報やまぐち　2023年（令和5年）1月合併号11

の
間
の
１
日 

▼
受
験
資
格 

一
般
…
令
和

５
年
７
月
１
日
時
点
で
18
歳
以
上
34
歳
未

満
の
者
、
技
能
…
令
和
５
年
７
月
１
日
時

点
で
18
歳
以
上
か
つ
国
家
免
許
資
格
等
を

有
す
る
者
（
国
家
免
許
資
格
等
は
指
定
あ

り
） 

申
問 

４
月
６
日
（
木
）
ま
で
に
、
自

衛
隊
山
口
募
集
案
内
所
（
中
央
四
丁
目
４


12
）
☎
０
８
３

９
２
５

８
２
３
１

農
業
者
を
対
象
と
し
た
裏
作
肥
料
・
施
設

園
芸
の
加
温
用
燃
料
代
を
支
援
し
ま
す

　
市
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
肥
料
価
格
高
騰

の
影
響
に
よ
り
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
る
農

業
者
を
対
象
に
、
肥
料
代
や
燃
料
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

問 

農
業
政
策
課

☎
０
８
３

９
３
４

２
８
１
７

企
業
訪
問
バ
ス
ツ
ア
ー
２
０
２
３

　

県
央
（
山
口
市
、
宇
部
市
、
防
府
市
、

萩
市
、
山
陽
小
野
田
市
）
６
社
の
企
業
を

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぐため、 イベント ・ 行事等は急遽中止 ・ 延期となる可能性があります。
なお、 イベント・行事等へお出かけの際は感染症対策に十分配慮し、 体調のすぐれない方は参加をご遠慮ください。

宝くじは地域社会の健全な発展を応援しています

令和 4 年度コミュニティ助成事業

ベンチデスク

今年度、徳地地域（徳地地域づくり協議会）では、コミュ
ニティ活動に必要な備品を購入しました。今後も順次、
各地域の備品を整備していく予定です。詳しい活動実
績については、市ウェブサイトをご覧ください。

協働推進課 ☎ 083-934-2982問問

自治総合センターでは、宝く
じの収益によりコミュニティ
助成事業を行っています。こ
の事業を活用した場合、施設
備品等に右記の「クーちゃん」
を表示し、広報紙で紹介して
います。地域コミュニティ活
動と密接に関わるクーちゃん
を、皆さんのお近くでもぜひ探してみてください。
■ 徳地地域（徳地地域づくり協議会）の購入備品
・ベンチデスク
・パーソナルロッカー、丸椅子
・パーテーションホワイトボード、テーブル　等

パーソナルロッカー等 パーテーション
ホワイトボード等

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所所 問問申申

各施設の指定管理者を下表のとおり指定しました。選定結果等はウェブサイトに
掲載しています。詳細は、各施設の担当課にお問い合わせください。
■ 指定期間　
①令和 5 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日（1 年間）
②令和 5 年 4 月 1 日～令和 8 年 3 月 31 日（3 年間）
③令和 5 年 4 月 1 日～令和 10 年 3 月 31 日（5 年間）

令和 5 年 4 月からの 
各施設の指定管理者 総務課 ☎ 083-934-2909問

担当課・施設名称 指定管理者 指定
期間

観光交流課 ☎ 083-934-2810
大原湖キャンプ場 徳地ふるさと資源活用協会 ③
高齢福祉課 ☎ 083-934-2793
山口市老人憩の家寿泉荘 株式会社三宅商事 ①
こども未来課 ☎ 083-934-2756
山口市放課後児童クラブうえき第３学級 大内地区社会福祉協議会 ③
山口市放課後児童クラブおひさまクラブ２ 社会福祉法人山口市社会福祉協議会 ③
阿東総合支所地域振興課 ☎ 083-956-0111
十種ヶ峰ウッドパーク 株式会社願成就 ③
願成就温泉センター 株式会社願成就 ③
阿東総合支所農林課 ☎ 083-956-0984
山口市阿東総合交流ターミナル 一般社団法人ふるさと振興公社 ②

産
業

県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
４
月
９
日
（
日
）
執
行
の
県
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
を
対
象
に
、

立
候
補
届
や
選
挙
公
営
の
手
続
き
な
ど
に

つ
い
て
事
前
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
当
日

は
、
立
候
補
届
出
書
な
ど
の
必
要
書
類
を

配
付
し
ま
す
の
で
、
関
係
者
は
必
ず
出
席

し
て
く
だ
さ
い
。
※
会
場
の
都
合
上
、
参

加
者
は
１
候
補
者
に
つ
き
２
人
ま
で 
▼
日

時 

２
月
24
日
（
金
）
14
時
～
16
時 
▼
場
所 

山
口
市
役
所
別
館
１
階
第
１
会
議
室
（
中

央
五
丁
目
14

22
） 

問 

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
☎
０
８
３

９
３
４

２
８
７
７

消
費
生
活
相
談
員
募
集

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
、
消
費

生
活
に
関
す
る
相
談
・
啓
発
業
務
を
行
う

相
談
員
を
募
集
し
ま
す
。 

▼
任
用
期
間 

４
月
１
日
～
令
和
６
年
３
月
31
日
（
更
新

あ
り
） 

▼
応
募
資
格 

パ
ソ
コ
ン
操
作
に
慣

れ
て
お
り
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
Ａ

Ｔ
限
定
可
）
を
取
得
し
て
い
る
方
で
、
次

の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
方
…
消
費

生
活
相
談
員
、
消
費
生
活
専
門
相
談
員
、

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
消
費
生
活
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
資
格
を
有
す
る
方
／
消

費
者
問
題
に
関
心
が
あ
り
、
採
用
後
に
右

記
資
格
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
方 

▼
定
員 

３
人
程
度 

▼
時
給 

１
０
１
３
円
か
ら
（
昇

給
、
期
末
手
当
等
あ
り
） 

申
問 

１
月
25
日

（
水
）
ま
で
に
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎

０
８
３

９
３
４

２
９
２
６

空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
制
度

登
録
募
集
（
秋
穂
地
域
）

　
市
で
は
、
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、

徳
地
・
阿
東
・
仁
保
・
秋
穂
二
島
地
域
を
対
象

に
、
登
録
さ
れ
た
空
き
家
等
の
情
報
を
、
利
用

希
望
者
へ
提
供
す
る
「
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン

ク
制
度
」
を
運
用
し
て
い
ま
す
。
令
和
５
年

１
月
か
ら
、
新
た
に
秋
穂
地
域
が
制
度
の
対

象
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
秋
穂
地
域
で
賃
貸

ま
た
は
売
買
可
能
な
空
き
家
・
空
き
地
を
お

持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
登
録
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

申
問 

秋
穂
総
合
支
所
地
域
振
興
課
☎
０
８
３


９
８
４

８
０
２
１
、
た
の
Ｓ
Ｅ
Ａ
秋
穂
づ

く
り
協
議
会
☎
０
８
３

９
８
４

５
３
３
３

市
民
対
象
の
弁
護
士

無
料
法
律
相
談

　
法
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
困
り
ご
と

に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
相
談
内
容
は
初
め
て
の
も
の
に
限
り
ま

す
。
相
談
時
間
は
15
分
程
度
で
す
。
相
談
内

容
に
関
す
る
書
類
等
が
あ
れ
ば
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。 

▼
日
時 

１
月
25
日
（
水
）
13
時

30
分
～
16
時 

▼
場
所 

男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
（
中
央
二
丁
目
５

１
） 

※
会
場
は
２

階
で
す
。２
階
へ
の
移
動
が
困
難
な
場
合
は
、

予
約
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

▼
対
象 

市

民
先
着
20
人
（
要
予
約
） 

申
問 

１
月
19
日

（
木
）
～
24
日
（
火
）
に
、
電
話
で
、
市
民

相
談
室
☎
０
８
３

９
３
４

２
８
８
６

消
防
団
員
募
集

　
消
防
団
で
は
、
普
段
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事

に
就
い
て
い
る
人
や
学
生
、
主
婦
が
、
風

水
害
な
ど
の
災
害
時
に
自
分
た
ち
の
地
域

を
守
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
平
時

に
お
い
て
も
、
災
害
に
備
え
て
の
訓
練
や

火
災
予
防
広
報
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

▼

消
防
団
員
の
身
分 

非
常
勤
特
別
職
の
地
方

公
務
員 

▼
入
団
資
格 

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
18
歳
以
上
の
方 

▼
主
な
待
遇 

年

報
酬
・
出
動
手
当
等
の
支
給
、
活
動
服
な

ど
の
貸
与
、
公
務
災
害
補
償
制
度 

申
問 

消
防
本
部
警
防
課
☎
０
８
３

９
３
２


２
２
０
２

令
和
５
年
７
月
採
用
予
備

自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）
募
集

▼
試
験
日 

４
月
８
日
（
土
）
～
23
日
（
日
）

訪
問
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。 

▼
日
時 

第
１
部
…
３
月
14
日

（
火
）、
第
２
部
…
３
月
17
日
（
金
） 

▼
対

象 

県
央
部
で
の
就
職
を
考
え
て
い
る
大

学
、
大
学
院
、
短
大
、
高
専
、
専
門
学
校

の
学
生
各
日
20
人
（
最
少
催
行
人
員
５
人
） 

▼
料
金 

無
料
（
宿
泊
費
、
集
合
場
所
ま
で

の
交
通
費
は
自
己
負
担
） 

※

１
日
の
み
、
両
日
の
参
加
ど

ち
ら
も
可 

申
問 

下
の
二
次

元
コ
ー
ド
で
、 

定
住
促
進
課
☎
０
８
３


９
３
４

４
６
４
６

ふ
る
さ
と
山
口
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

▼
日
時 

２
月
17
日
（
金
）
10
時
～
12
時
30

分
、
13
時
30
分
～
16
時
（
午
前
、
午
後
で

企
業
入
替
制
） 

▼
場
所 

山
口
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
（
小
郡
黄
金
町
１

１
） 

▼
内
容 

県

内
企
業
担
当
者
に
よ
る
個
別
ブ
ー
ス
で
の

業
界
・
企
業
説
明
と
質
疑
応
答 

▼
対
象 

令
和
６
年
３
月
以
降
に
大
学
・
短
大
・
高

専・専
修
学
校
等
を
卒
業
予
定
の
学
生
（
大

学
の
場
合
１
～
３
年
生
） 

▼
参
加
企
業 

80

社
程
度
（
午
前
、
午
後
各
40
社
） 

問 

山
口

し
ご
と
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３

９
７
６


１
１
４
５

や
ま
ぐ
ち
農
林
業

新
規
就
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

▼
日
時 

２
月
５
日
（
日
）
13
時
～
16
時 

▼
場
所 

デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ザ
Ｈ
Ｏ
Ｆ
Ｕ
（
防

府
市
八
王
子
二
丁
目
８

９
） 

▼
内
容 

個

別
相
談
会
…
県
内
農
業
生
産
法
人
や
市

町
、
関
係
団
体
等
に
よ
る
各
ブ
ー
ス
で
の

県
内
求
人
法
人
、
研
修
制
度
等
の
情
報
提

供
（
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
会
も
同
時
開
催
）

▼
対
象 

農
林
業
へ
の
就
業
を
希
望
す
る

方
、
始
め
た
い
方
、
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望

者
、
農
大
生
・
高
校
生
と
そ
の
家
族
な
ど  

申
問 

下
の
二
次
元
コ
ー
ド

で
、
公
益
財
団
法
人
や
ま
ぐ

ち
農
林
振
興
公
社
☎
０
８
３


９
０
２

６
６
９
６ 

※
開
催
状
況
等
は

公
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
参
照

女
性
と
企
業
と
の
交
流
会

「
Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
」

　
家
庭
と
両
立
し
て
働
く
こ
と
を
希
望
す

る
女
性
と
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
企
業
と

の
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。 
▼
日
時 

２

対象者 対象経費 補助額

「裏作」における
肥料代への支援

販売を目的に 10a（施設
花きは 2a）以上の作付
面積を有し、裏作を実施
する農業者

裏作実施に伴う肥料価格
高騰相当分の一部

土地利用型作物…1,000 円／ 10a
園芸作物等…2,000 円／ 10a
施設花き…500 円／ a

温室ビニール
ハウス栽培など
における燃料代
への支援

販売を目的に加温設備を
使用し、花き、野菜、果
樹を生産する農業者

ビニールハウスなどの園芸
用施設で使用される燃油価
格等の高騰相当分の一部

（令和 4 年 12 月分 ~ 令和
5 年 2 月分まで）

A 重油…14 円／ℓ
灯油…15 円／ℓ
LP ガス…54 円／㎥
電気…16 円／ 10kwh

問問

問問
申申

問問
申申

問問
申申

問問
申申

問問
申申

問問
申申

問問
申申

問問

問問
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口
県
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
、
国
際
協
力
推
進

員
） 

申
問 

山
口
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事
務
局

（
社
会
教
育
課
）
☎
０
８
３

９
３
４


２
８
６
５

新
進
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
大
賞

ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
品
展

【
作
品
展
】
▼
日
時 

１
月
28
日
（
土
）
～

２
月
５
日
（
日
）
10
時
～
17
時
（
最
終
日

は
15
時
ま
で
） 

▼
内
容 

第
12
回
や
ま
ぐ

ち
新
進
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
大
賞
の
最
終
選
考

に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

作
品
を
展
示
し
ま
す
。 

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
】 

▼
日
時 

２
月
４
日
（
土
）
10
時
～
12

時  

▼
定
員 

先
着
10
人
（
要
申
し
込
み
） 

▼
講
師 

佐
々
木
範
子
氏
（
第
11
回
や
ま
ぐ

ち
新
進
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
大
賞
受
賞
者
）  

◆

い
ず
れ
も 

▼
場
所 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ス

ペ
ー
ス
赤
れ
ん
が
（
中
河
原
町
５

12
） 

申
問 

１
月
10
日
（
火
）
か
ら
、
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、

電
話
番
号
を
、
文
化
交
流
課
☎
０
８
３


９
３
４

２
７
１
７
フ
０
８
３

９
３
４


２
６
７
０

「
景
観
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

応
募
作
品
の
展
示

　
第
10
回
山
口
市
景
観
賞
景
観
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
の
応
募
作
品
を
展
示
し
ま
す
。ま
た
、

受
賞
作
品
選
定
の
参
考
と
す
る
た
め
の
市
民

投
票
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。 

▼
期
日 

１
月

23
日(

月)

～
２
月
10
日
（
金
）（
閉
庁
・

所
選
考
日 

３
月
18
日
（
土
） 

▼
料
金 

無
料

（
教
科
書
、
作
業
帽
代
等
は
別
途
要
） 

所
申

問 

３
月
８
日
（
水
）
ま
で
に
、
ポ
リ
テ

ク
セ
ン
タ
ー
山
口
（
矢
原
１
２
８
４

１
）

☎
０
８
３

９
２
２

２
１
４
３

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
説
明
・
入
会
手
続
会

▼
日
時 

①
２
月
14
日
（
火
）、
②
３
月
14

日
（
火
）
13
時
30
分
～
15
時 

▼
場
所 

山

口
し
あ
わ
せ
プ
ラ
ザ（
上
竪
小
路
89

１
）、

小
郡
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
小
郡
下
郷

１
４
４
０

１
） 

▼
対
象 

市
内
在
住
の
60

歳
以
上
で
、
健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
る
方 

▼
持
参
品 

年
度
会
費
、
山
口
銀
行
口
座
番

号 
問 
山
口
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３

９
２
４

５
３
９
６

オ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
の
症
状
を
疑
似
体
験
し
、
本
人

視
点
に
立
つ
こ
と
で
、
認
知
症
へ
の
理
解

を
深
め
ま
す
。
オ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
、認
知
症
カ
フ
ェ
等
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

▼
日
時 
２

月
28
日
（
火
）
①
９
時
30
分
～
12
時
、
②

13
時
30
分
～
16
時 

▼
場
所 

小
郡
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー 

▼
内
容 

Ｖ
Ｒ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
・

リ
ア
リ
テ
ィ
／
仮
想
現
実
）
に
よ
る
認
知

症
体
験
、
認
知
症
カ
フ
ェ
等
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動（
参
加
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
）
に
つ
い
て 

▼
対
象 

認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
済
み
の
方

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぐため、 イベント ・ 行事等は急遽中止 ・ 延期となる可能性があります。
なお、 イベント・行事等へお出かけの際は感染症対策に十分配慮し、 体調のすぐれない方は参加をご遠慮ください。記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所所 問問申申

市では、新型コロナウイルス
感染症の感染拡大を受け、そ
の時々の局面に応じて、各種
経済対策等の取り組みを公表
しています。詳細は
右の二次元コード
からご覧ください。

山口市山口市
新型コロナウイルス
感染症経済対策

講
座

イ
ベ
ン
ト

月
９
日
（
木
）
10
時
～
12
時 

▼
場
所 

Ｋ

Ｄ
Ｄ
Ｉ
維
新
ホ
ー
ル 

▼
内
容 

企
業
に
よ

る
女
性
従
業
員
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
や
働
き

方
の
紹
介
、
女
性
と
企
業
の
交
流
や
意
見

交
換
等 
▼
対
象 

就
労
意
欲
の
あ
る
未
就

労
女
性
・
非
正
規
雇
用
の
女
性
な
ど
先
着

20
人
、
女
性
人
材
の
採
用
に
積
極
的
な

地
元
企
業
10
社
程
度 
▼
託

児 

要
申
し
込
み
（
先
着
順
） 

申
問 

下
の
二
次
元
コ
ー
ド

で
、（
株
）
セ
ン
ト
ラ
ル
広
告
ケ
０
８
０


５
７
５
７

０
８
０
６

就
活
に
役
立
つ
適
職
診
断

　
職
種
選
び
の
参
考
に
適
職
診
断
を
受
け

て
み
ま
せ
ん
か
（
個
人
情
報
厳
守
）。 

▼

日
時 

１
月
26
日
（
木
）、
２
月
９
日
（
木
）

10
時
、
10
時
30
分
、
11
時
、
11
時
30
分

（
要
予
約
） 

▼
場
所 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
山
口

（
神
田
町
１

75
） 

▼
対
象 

49

歳
ま
で
の
就
活
中
の
方 

申

問 

電
話
ま
た
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
で
、ほ
う
ふ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
☎
０
８
３
５

２
８

３
８
０
８

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
口

受
講
生
募
集

　
職
業
訓
練
の
受
講
に
よ
り
再
就
職
に
有

利
な
技
能
・
技
術
を
身
に
つ
け
、
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
を
支
援
し
ま
す
。 

▼
募
集
科 

電
気
設
備
技
術
科 

▼
受
講
期
間 

４
月
６
日
（
木
）
～
９
月
29
日
（
金
） 

▼

対
象 

公
共
職
業
安
定
所
長
の
受
講
指
示
が

得
ら
れ
る
方
、
ま
た
は
一
般
求
職
者 

▼
入

（
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
、
バ
ッ
ジ
を
お
持
ち
の

方
）
各
回
先
着
30
人 

申
問 

高
齢
福
祉
課
☎

０
８
３

９
３
４

２
７
５
８

太
陽
光
発
電
講
座
・

ミ
ニ
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
工
作

　
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
地
域
脱
炭
素
の

取
り
組
み
の
一
つ
が
、
太
陽
光
発
電
の
活

用
で
す
。
地
球
環
境
の
現
状
に
目
を
向
け

な
が
ら
、
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
▼
日
時 

２
月
18
日
（
土
）

10
時
～
12
時 

▼
場
所 

大
歳
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー 

▼
内
容 

地
球
温
暖
化
の
現
状
・

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
の
講
演
、
ミ
ニ

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
工
作 

▼
対
象 

市
内
在
住

の
小
学
４
年
生
以
上
先
着
20
人
（
小
学
生

は
要
保
護
者
同
伴
） 

▼
講
師 

今
村
主
税

氏
（
山
口
県
立
大
学
看
護
栄
養
学
部
准
教

授
）、
津
田
龍
春
氏
（（
株
）
エ
ボ
リ
ュ
ー

シ
ュ
ン
） 

申
問 

２
月
15
日

（
水
）
ま
で
に
、
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
で
、
温
暖
化
と
め

る
っ
ち
ゃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ま
ぐ
ち
事
務

局
☎
０
８
３

９
４
１

２
１
８
１

シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
教
室

【
①
個
人
講
習
】 

自
治
会
（
町
内
会
）
の
会

計
報
告
書
・
回
覧
板
の
作
成
な
ど
パ
ソ
コ

ン
に
関
す
る
こ
と
を
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指

導
し
ま
す
。 
▼
日
時 

２
月
３
日
（
金
）、

17
日
（
金
）
10
時
、
13
時
（
30
分
単
位

で
最
大
２
時
間
） 
▼
場
所 

山
口
し
あ
わ

せ
プ
ラ
ザ
（
上
竪
小
路
89

１
） 

▼
料
金 

５
５
０
円
／
30
分 

▼
持
参
品 

パ
ソ
コ
ン

（
貸
し
出
し
可
、
別
途
２
０
０
円
） 【
②
訪

問
講
習
】 

講
師
が
ご
希
望
の
日
時
に
自
宅

に
訪
問
し
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
し
ま

す
。
▼
料
金 

２
２
０
０
円 

【
③
小
郡
パ
ソ

コ
ン
・
ス
マ
ホ
ア
ド
バ
イ
ス
】
自
治
会
（
町

内
会
）
の
会
計
報
告
書
・
回
覧
板
の
作
成

な
ど
パ
ソ
コ
ン
に
関
す
る
こ
と
を
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
指
導
し
ま
す
。 

▼
日
時 

１

月
25
日
（
水
）、
２
月
８
日
（
水
）
10
時
、

13
時
（
30
分
単
位
で
最
大
１
時
間
30
分
） 

▼
場
所 

小
郡
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
▼
料
金 

５
５
０
円
／
30
分
▼
持
参
品 

パ
ソ
コ
ン

（
貸
し
出
し
可
、
別
途
２
０
０
円
） 

申
問 

①
②
…
山
口
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３

９
２
４

５
３
９
６
、
③
…

山
口
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
小
郡
☎

０
８
３

９
７
６

１
１
７
０

ふ
る
さ
と
伝
承

総
合
セ
ン
タ
ー
の
体
験
講
座

【
和
菓
子
作
り
体
験
】 

▼
日
時 

３
月
５
日

（
日
）
13
時
30
分
～
15
時 

▼
内
容 

用
意
さ

れ
た
生
地
を
使
っ
て
２
種
類
の
和
菓
子
を

作
り
ま
す
。 

▼
対
象 

中
学
生
以
上
抽
選

20
人 

▼
講
師 

設
楽
浩
治
氏
（
風
月
堂
職

長
） 

▼
料
金 

１
０
０
０
円 

▼
持
参
品 

エ

プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
ぬ
ぐ
い
、
持
ち
帰

り
用
袋
、
筆
記
用
具 

所
申
問 

２
月
18
日

（
土
）
ま
で
に
、
山
口
ふ
る
さ
と
伝
承
総

合
セ
ン
タ
ー
（
下
竪
小
路
12
）
☎
０
８
３


９
２
８

３
３
３
３

山
口
市
・
放
送
大
学
連
携

市
内
21
地
域
巡
回
講
座

【
対
話
的
関
係
を
作
り
出
す
ヒ
ン
ト
】 

今
、

家
族
や
職
場
、
学
校
以
外
の
第
三
の
居
場

所
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
族
だ
け
に

頼
ら
な
い
生
き
方
や
、
新
し
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
る

対
話
的
関
係
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
一
緒
に

探
り
ま
す
。
▼
日
時 

３
月
４
日
（
土
）
13

時
30
分
～
15
時  

▼
定
員 

先
着
40
人 

▼
講

師 

大
石
英
史
氏
（
放
送
大
学
山
口
学
習
セ

ン
タ
ー
客
員
教
員
、
宇
部
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

大
学
教
授
） 

所
申
問 

鋳
銭
司
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
☎
０
８
３

９
８
６

２
３
６
０

山
口
ユ
ネ
ス
コ
協
会
公
開
講
座

【
ケ
ニ
ア
で
の
活
動
か
ら
学
ん
だ
こ
と
～
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
の
経
験
よ
り
～
】 

▼
日

時 

１
月
28
日
（
土
）
10
時
～
11
時
30
分 

▼
場
所 

吉
敷
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

▼
定

員 

先
着
50
人 

▼
講
師 

小
川
真
奈
氏
（
山

閉
館
日
を
除
く
） 

▼
場
所 

山
口
・
小
郡
・
阿

知
須
・
徳
地
の
各
総
合
支
所
、
秋
穂
・
阿
東

の
各
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

問 

都
市
計
画
課

☎
０
８
３

９
３
４

２
８
３
９ 

※
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
申
込
フ
ォ
ー

ム
に
お
い
て
も
応
募
作
品
の
閲
覧
・
投
票
が

可
能
で
す
。
詳
細
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

あ
ぐ
ま
る
や
ま
ぐ
ち

　
山
口
市
の
旬
の
農
林
水
産
物
と
出
会
え

る
マ
ル
シ
ェ
「
あ
ぐ
ま
る
や
ま
ぐ
ち
」
を

開
催
し
ま
す
。 

▼
日
時 

２
月
12
日
（
日
）

11
時
～
15
時 

▼
場
所 

米
屋
町
商
店
街
、

中
市
商
店
街 

問 

農
業
政
策
課
☎
０
８
３


９
３
４

２
８
１
６ 

※

詳
細
は
、「
食
べ
ち
ょ
る【
山

口
市
農
家
Ｐ
Ｒ
】」
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
（
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
日
常
か
ら
ふ
み
だ
す
…

演
劇
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
」

　
日
常
か
ら
一
歩
ふ
み
だ
し
て
、
演
劇
を

観
て
聴
い
て
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。 【
講
演
会
】 

▼
日
時 

２
月
23
日
（
木
・
祝
）
13
時
～

15
時 

▼
講
師 

泊
篤
志
氏
（
劇
作
家
、
演

出
家
、「
飛
ぶ
劇
場
」
代
表
） 

▼
料
金 

５
０
０
円 

▼
そ
の
他 

未
就
学
児
入
場
不
可 

【
演
劇
公
演
】 

▼
日
時 

２
月
25
日
（
土
）
～

26
日
（
日
） 

▼
出
演 

劇
団
シ
バ
イ
ヌ
、
ユ

ニ
ッ
ト
・
ピ
コ 

▼
料
金 

前
売
り
…
１
公

演
１
５
０
０
円
、
２
公
演
２
５
０
０
円
、

リサイクルプラザ
2月のアイデア講座

         やまぐちエコ倶楽部（大内御堀 10489-8）☎ 083-927-7122問問
持参品等詳細は、☎または　  【山口市リサイクルプラザ】で検索

●時間　10 時 〜 12 時　 ●料金　無料（材料費実費）
講 座 名 期　日

さき織り※ 1 2 （木）、9（木）、16（木）

スマートフォンケース※ 2 3 （金）、17（金）

初めてのカギ針あみ 3 （金）、17（金）

押し花でポプリ作り 7 （火）

卓上手織りをたのしむ ※ 1 ※ 3 9 （木）、16（木）

つまみ細工（おひな様） 14（火）、21（火）

和服に親しむ 15（水）

モラ「針山」 21（火）

　※1　受講期間は 1 年。新規受付不可
　※2　1 月からの継続受講。新規受付不可

　※3　13 時 ～ 15 時
　
【おもちゃの病院受付】2 月 12 日（日）10 時 ～ 11 時 30 分
　　　　　　2 月のフリーマーケットはお休みです。　　　　　　

Instagram LINE 

問問
申申

申申

問問

問問

問問
申申

問問
申申

問問
申申

問問
申申
所所

問問
申申
所所

問問
申申

問問
申申

問問

問問

申申
所所

問問
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４
公
演
４
０
０
０
円
（
高
校
生
以
下
割

引
あ
り
） 【
展
示
】▼
日
時 

２
月
23
日（
木・

祝
）～
26
日（
日
）９
時
～
17
時
※
24
日（
金
）

休
館 

▼
内
容 

市
内
の
学
生
演
劇
や
社
会
人

劇
団
の
紹
介
や
、
こ
れ
ま
で
の
公
演
チ
ラ

シ
な
ど
の
展
示 

所
申
問 

Ｃ
・
Ｓ
赤
れ
ん
が

（
中
河
原
町
５

12
）
☎
０
８
３

９
２
８


６
６
６
６

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
閉
館
イ
ベ
ン
ト

【
あ
り
が
と
う
、
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
～
60

年
分
の
思
い
を
自
由
に
描
こ
う
～
】
昭
和

38
年
７
月
の
開
館
以
来
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
き
た
児
童
文
化
セ

ン
タ
ー
が
、
令
和
５
年
１
月
末
に
閉
館
す

る
こ
と
か
ら
、
閉
館
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。 

▼
日
時 

１
月
13
日
（
金
）
～
19

日
（
木
）
９
時
～
16
時 

▼
内
容 

窓
や
黒

板
な
ど
に
感
謝
の
気
持
ち
を
自
由
に
表
現

で
き
る
寄
せ
書
き
コ
ー
ナ
ー
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
写
真
の
展
示
な
ど 
※
先
着
３
０
０

人
に
記
念
鉛
筆
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。 

問 　

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
（
湯
田
温
泉

五
丁
目
２

13
）
☎
０
８
３

９
２
２


４
２
８
５

青
少
年
育
成
者
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
日
時 

２
月
４
日
（
土
）
14
時
～
16
時 

▼
場
所 

山
口
南
総
合
セ
ン
タ
ー 

▼
内
容 

表
彰
状
・
感
謝
状
伝
達
式
、
講
演
「
地
域

社
会
に
お
け
る
豊
か
な
学
び
が
導
く
青
少

年
の
成
長
と
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
」 

▼
定
員 

２
０
０
人 

▼
講
師 

鷹
岡
亮

氏
（
山
口
大
学
教
育
学
部
教
授
、
教
育
学

部
長
、
教
育
研
究
科
長
） 

問 

社
会
教
育

課
☎
０
８
３

９
３
４

２
８
６
５

企
画
展

「
没
後
10
年
、
和
田
健
の
軌
跡
」

　
本
市
出
身
の
詩
人
和
田
健
の
没
後
10
年

を
記
念
し
、
和
田
健
の
文
学
活
動
、
郷
土

文
学
顕
彰
活
動
を
振
り
返
り
ま
す
。
▼
期

間 

１
月
10
日
（
火
）
～
４
月
27
日
（
木
） 

▼
内
容 

山
口
県
立
大
学
郷
土
文
学
資
料
セ

ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る
和
田
健
旧
蔵
資
料
を

中
心
に
、
や
ま
ぐ
ち
の
文
学
の
あ
ゆ
み
の

一
端
を
紹
介
し
ま
す
。
所
問 

山
口
県
立

山
口
図
書
館
（
後
河
原
１
５
０

１
）
☎

０
８
３

９
２
４

２
１
１
４

阿
知
須
ひ
な
も
ん
ま
つ
り

▼
日
時 

２
月
９
日

（
木
）
～
13
日
（
月
）

９
時
30
分
～
15
時
30

分 

▼
場
所 

山
口
県

央
商
工
会
阿
知
須
支

所
周
辺
、
阿
知
須
商

店
街
、
い
ぐ
ら
造
り

の
街
並
み
周
辺 

▼
内
容 

店
舗
や
民
家
等

に
「
阿
知
須
の
ひ
な
も
ん
」、
和
紙
人
形
、

絵
手
紙
、
手
作
り
小
物
等
の
手
作
り
ア
ー

ト
作
品
を
展
示
し
ま
す
。 

問 

山
口
県
商

工
会
阿
知
須
支
所
☎
０
８
３
６

６
５


２
１
２
９

秋
穂
草
山
チ
ャ
リ
登
坂

グ
ラ
ン
プ
リ

▼
日
時 

３
月
12
日
（
日
）
９
時 

▼
場
所 

草
山
公
園
（
秋
穂
東
１
０
７
１
６

１
） 

▼
内
容 

草
山
公
園
さ
く
ら
広
場
ま
で
の

約
６
４
０
ｍ
を
自
転
車
で
上
る
タ
イ
ム
を

競
い
ま
す
。 

▼
対
象 

先
着
50
人
（
小
学

生
20
人
、
中
学
生
10
人
、
一
般
20
人
） 

申

問 

１
月
10
日
（
火
）
～
２
月
15
日
（
水
）

に
、
た
の
Ｓ
Ｅ
Ａ
秋
穂
づ
く
り
協
議
会
☎

０
８
３

９
８
４

５
３
３
３

椎
茸
原
木
の
菌
打
ち
体
験

▼
日
時 

２
月
17
日
（
金
）
10
時
～
12
時 

▼

内
容 

椎
茸
栽
培
の
基
本
知
識
と
菌
打
ち
作

業
体
験
（
菌
打
ち
し
た
原
木
は
差
し
上
げ

ま
す
） 

▼
定
員 

抽
選
30
人 

▼
料
金 

５
０
０

円
（
椎
茸
原
木
代
含
む
） 

所
申
問 

１
月

31
日
（
火
・
必
着
）
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
で

（
１
枚
に
つ
き
１
人
の
申
し
込
み
）、
〒
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
山
口
森
林
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
〒

７
５
３

０
２
１
１
大
内
長
野
１
９
７
８
）

☎
０
８
３

９
２
７

２
０
３
９

市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

▼
日
時 

２
月
19
日
（
日
）
９
時
か
ら 

▼

場
所 

山
口
南
総
合
セ
ン
タ
ー 

▼
種
別 

①

男
子
の
部
、
②
女
子
の
部
、
③
混
合
の

部
、
④
山
口
２
部
（
初
級
者
） 

▼
対
象 

市

内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方
４
人
以
上

で
編
成
し
た
チ
ー
ム 

▼
料
金 

１
チ
ー
ム

２
０
０
０
円 

申
問 

２
月
10
日
（
金
）
ま

で
に
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
山
口

市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
藤
村
さ
ん
☎
フ

０
８
３

９
３
２

７
５
５
０

離
乳
食
ス
タ
ー
ト
講
座
（
山
口
）

　
こ
れ
か
ら
離
乳
食
を
始
め
る
方
に
お
す

す
め
の
講
座
で
す
。 

▼
日
時 

２
月
７
日

（
火
）
10
時
～
11
時
30
分 

▼
内
容 

離
乳
食

の
基
本
に
関
す
る
講
話
と
、
成
長
に
合
わ

せ
た
食
材
ご
と
の
調
理
の
仕
方
な
ど
、
簡

単
な
調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。 

▼
対
象 

生
後
４
～
６
カ
月
児
の
保
護
者
先
着
24
人

（
第
１
子
を
子
育
て
中
の
方
を
優
先
） 

▼
持

参
品 

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記

用
具 

▼
託
児 

要
申
し
込
み
（
お
子
さ
ん

と
一
緒
の
受
講
不
可
） 

所
申
問 

１
月
11
日

（
水
）
か
ら
、
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
や

ま
こ
こ
」
ま
た
は
電
話
で
、保
健
セ
ン
タ
ー

（
子
育
て
保
健
課
）

離
乳
食
づ
く
り
講
座
（
小
郡
）

　
こ
れ
か
ら
３
回
食
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

す
る
方
へ
お
す
す
め
の
講
座
で
す
。
親
子

で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
紹

介
し
ま
す
。 

▼
日
時 

３
月
２
日
（
木
）

10
時
～
11
時
30
分 

▼
内
容 

離
乳
食
づ
く

り
の
講
話
と
簡
単
な
レ
シ
ピ
で
調
理
実
習

を
行
い
ま
す
。 

▼
対
象　
生
後
８
～
10
カ

月
児
の
保
護
者
先
着
24
人 

▼
持
参
品 

エ

プ
ロ
ン
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具 

▼

託
児 

要
申
し
込
み
（
お
子
さ
ん
と
一
緒
の

受
講
不
可
） 

所
申
問 

１
月
12
日
（
木
）
か

ら
、
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
や
ま
こ
こ
」

ま
た
は
電
話
で
、
小
郡
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

講
演
「
楽
し
く
生
き
る
た
め
の

哲
学
悩
み
相
談
室
」

　
「
子
育
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
哲
学
の
観
点

か
ら
お
悩
み
を
解
決
し
ま
す
。
▼
日
時 

３

月
４
日
（
土
）
13
時
～
15
時 

▼
場
所 

小
郡

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
小
郡
下
郷
１
４
４
０


１
） 

▼
内
容 

講
演
会
、
小
郡
地
区
人
権
標

語
表
彰
、
小
郡
小
学
校
児
童
に
よ
る
吹
奏
楽

の
演
奏 

▼
定
員 

先
着
１
０
０
人 

▼
講
師 

小

川
仁
志
氏
（
山
口
大
学
国
際
総
合
科
学
部
教

授
） 

申
問 

２
月
24
日
（
金
）
ま
で
に
、
小
郡

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３


９
７
３

０
６
３
８ 

※
詳
細

は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
健
康
相
談
会

【
今
す
ぐ
実
践
！
高
血
圧
対
策
】 

▼
日
時 

２

月
８
日
（
水
）
13
時
～
15
時
、
９
日
（
木
）

９
時
～
11
時 

▼
内
容 

血
管
年
齢
測
定
、
体

組
成
測
定
、
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
に
よ

る
健
康
相
談
、
健
康
マ
メ
知
識
コ
ー
ナ
ー

（
減
塩
だ
け
じ
ゃ
な
い
高
血
圧
予
防
の
食

事
）
な
ど 

▼
対
象 

市
民
で
健
康
づ
く
り
に

関
心
の
あ
る
方
、
健
康
診
査
結
果
に
つ
い

て
相
談
が
あ
る
方
な
ど 

▼
持
参
品
等 

各
種

健
康
診
査
結
果
（
お
持
ち
の
方
）、
裸
足
に

な
れ
る
服
装
（
体
組
成
測
定
を
希
望
す
る

方
） 

所
問 

保
健
セ
ン
タ
ー
（
健
康
増
進
課
）

動
脈
硬
化
予
防
教
室

　
動
脈
硬
化
に
つ
い
て
学
び
、
今
日
か
ら

で
き
る
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

▼
日
時 

①
１
月
30
日
（
月
）
13
時
～
14
時

30
分
、
②
２
月
２
日
（
木
）
13
時
30
分
～

15
時
30
分 

▼
場
所 

①
小
郡
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
②
小
郡
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

▼

内
容
・
講
師 

①
講
話
「
動
脈
硬
化
の
予
防
」

…
久
岡
美
奈
子
氏
（
阿
知
須
同
仁
病
院
医

師
）、②
講
話
「
血
管
の
若
さ
を
保
つ
食
事
」

…
市
管
理
栄
養
士
、
講
話
「
血
管
の
若
さ

を
保
つ
運
動
」
と
運
動
実
技
…
澄
川
絵
里

奈
氏
（
健
康
運
動
指
導
士
） 

▼
対
象 

市
民

50
人 

▼
持
参
品
等 

筆
記
用
具
、
②
は
タ

オ
ル
、
飲
み
物
、
運
動
の
で
き
る
服
装
、

運
動
靴 

申
問 

小
郡
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

若
い
世
代
の
健
康
づ
く
り
教
室

　
肩
こ
り
・
腰
痛
が
つ
ら
い
方
、
お
や
つ
は

食
べ
た
い
け
ど
太
り
た
く
な
い
方
必
見
。
美

し
く
な
る
た
め
の
運
動
と
食
事
の
コ
ツ
を
学

び
ま
せ
ん
か
。 

▼
日
時 

２
月
21
日
（
火
）
10

時
～
11
時
30
分
（
９
時
30
分
か
ら
受
付
） 

▼

内
容 

運
動
編
「
カ
ラ
ダ
と
コ
コ
ロ
を
整
え
る

ス
ト
レ
ッ
チ
＆
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」、栄
養
編「
カ

ラ
ダ
と
コ
コ
ロ
を
整
え
る
お
や
つ
」 

▼
対
象 

18
歳
～
40
歳
代
の
市
民
30
人 

▼
講
師 

沼
良
枝

氏
（
健
康
運
動
実
践
指
導
者
）、
市
管
理
栄
養

士 

▼
持
参
品
等 

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
筆
記
用

具
、
動
き
や
す
く
裸
足
に
な
れ
る
服
装 

▼
託

児 

要
申
し
込
み
（
先
着
順
） 

所

申
問 

電
話
ま
た
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー

史
跡
め
ぐ
り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

▼
日
時 

２
月
３
日
（
金
）
13
時
30
分
～
15

子
育
て

各
保
健
セ
ン
タ
ー

等
の
所
在
・
連
絡

先
は
下
記
参
照

各
保
健
セ
ン
タ
ー

等
の
所
在
・
連
絡

先
は
下
記
参
照

健
康

「島
し ま も り

守の塔
と う

」

山口情報芸術センタースタジオC
一般1,300円／ any会員・25歳以下・65歳
以上・障がい者と同行の介助者800円

場所場所

料金料金

上映日時

1 月

16 日（月）10:30、18 日（水）10:30、
19 日（木）10:30、20 日（金）12:40、
21 日（土）12:30、22 日（日）16:55、
25 日（水）15:10、26 日（木）  15:10、
27 日（金）10:30、28 日（土）10:30、
29 日（日）12:55

©2022 映画「島守の塔」製作委員会

山口情報芸術センター［YCAM］
（中園町7-7）☎083-901-2222

太平洋戦争末期の
沖縄を舞台に、命
や平和の尊さを描
いた戦争ドラマ。
鉄の暴風と言われ
た激しい空襲、艦
砲射撃、上陸戦の
絶望に追い込まれた沖縄戦。その中で「生きろ！」
と後世に一筋の命を託した 2 人の官僚と沖縄の
人々。それぞれの苦悩と生きることへの奮闘を描く。

（2021 年／ 131 分／監督：五十嵐匠）

◇保健センター
　糸米二丁目 6-6
　・健康増進課 ☎ 083-921-2666
　・子育て保健課 ☎ 083-921-7085
◇小郡保健福祉センター
　小郡下郷 609-5
　☎ 083-973-8147
◇徳地総合支所
　総合サービス課健康づくり担当
　徳地堀 1561-1
　☎ 0835-52-1114
◇阿東保健センター
　阿東徳佐中 3382
　☎ 083-956-0993

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぐため、 イベント ・ 行事等は急遽中止 ・ 延期となる可能性があります。
なお、 イベント・行事等へお出かけの際は感染症対策に十分配慮し、 体調のすぐれない方は参加をご遠慮ください。記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所所 問問申申

時
30
分
（
13
時
か
ら
受
付
） 

▼
内
容 

講
話

と
運
動
実
技
指
導 

▼
対
象 

市
民
先
着
35

人
程
度 
▼
講
師 

澄
川
絵
里
奈
氏
（
健
康

運
動
指
導
士
） 
▼
料
金 

50
円
（
保
険
料
） 

▼
持
参
品
等 
筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物
、
運
動
で
き
る
服
装
、
室
内
用
運
動
靴 

申
問 　
１
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
、
小
郡

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

世
界
腎
臓
デ
ー

県
民
公
開
講
座
２
０
２
２

▼
日
時 

３
月
12
日
（
日
）
13
時
30
分
～
15

時
30
分 

▼
場
所 

県
教
育
会
館
（
大
手
町

２

18
） 

▼
内
容 

講
演
①
「
あ
な
た
の
腎

臓
は
大
丈
夫
？
～
慢
性
腎
臓
病
に
つ
い
て

考
え
よ
う
～
」、
②
「
ず
っ
と
自
分
の
足

で
歩
き
続
け
る
た
め
～
明
日
か
ら
で
き
る

フ
ッ
ト
ケ
ア
～
」 

▼
定
員 

70
人 

▼
講
師

①
髙
江
啓
太
氏
（
綜
合
病
院
山
口
赤
十
字

病
院
医
師
）、
②
廣
中
紀
子
氏
（
済
生
会

山
口
総
合
病
院
看
護
師
）  

申
問 

電
話
で
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加
人
数
を
、
特

定
非
営
利
活
動
法
人
山
口
県
腎
友
会
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※詳細は、各お問い合わせ先へご確認
ください。 圏域 7市町の

イベント情報

圏域の市町におでかけしよう！

TOKIWAファンタジア 2022第 14 回名産品フェア
山陽

小野田 宇部
坪内知佳講演会
「君もファーストペンギンに
なろう」

防府

衰退の一途を辿っていた萩市の漁業
の現場に飛び込み、革命を起こした坪
内知佳さん。彼女がどのようにして状
況を打開していったのか、困難をチャ
ンスに変える突破力を語ります。
日時　2 月 5 日（日）14 時開演
場所　三友サルビアホール（防府市

公会堂）（緑町一丁目 9-1）
料金　全席指定一般 2,000 円（当

日券はプラス 500 円で販売）
防府市地域交流センターアス

ピラート☎ 0835-26-5151

光と音を奏でる体験型イルミネーショ
ンや、小学生が夢を描いたメッセージ
カードの光り輝く天の川などのイルミ
ネーションが盛りだくさん。園内が華
やかな光と音の空間に包まれます。
日時　1 月 9 日（月・祝）まで 18

時～ 21 時 30 分（入場 21 時まで）
場所　と き わ 公 園（ 大 字 沖 宇 部

254）
料金　500 円
  宇部市ときわ公園課☎ 0836-54-

0551

山陽小野田市をはじめ、県内の名産品
の販売や屋台グルメなど約 40 店舗が
出店します。ガラポン抽選会などの日
替わり企画も予定しています。
日時　1 月 7 日（土）～ 9 日（月・祝）

10 時～ 18 時 (9 日は 17 時まで）
場所　おのだサンパーク 1 階サン

フェスタステージほか（中川六丁
目 4-1）
山陽小野田名産品推進協議会（山

陽小野田市シティセールス課内）
☎ 0836-82-1313

問
問

医食の学び舎「旧畑迫病院」の特徴と
は何か、令和 2 年に開催した写真展
をより深く、分かりやすく整理した復
原写真展を開催します。復原工事時に
記録された膨大な数の写真を展示し、
文化財修復の流れや畑迫病院ならで
はの復原方法などをご紹介します。
日時　1 月 7 日（土）～ 2 月 26

日（日）9 時～ 16 時 30 分
料金　一般 200 円、中高生 150 円、

小学生 100 円
旧畑迫病院（邑輝 829-1）☎

0856-72-0338      

天然とらふぐセットが当たる！
美味しい！萩の地魚プレゼント
キャンペーン

①ポスコン？！2023、②秋吉
台落語村、③秋吉台芸術祭＆
秋吉台映画村 旧畑迫病院　復原写真展美祢 萩 津和野

キャンペーン参加店で食事や買い物
をして、レシート（2,000 円以上で
1 口）を集めて応募すると、抽選で
天然とらふぐセットなどが当たりま
す。詳細は市ウェブサイトをご覧く
ださい。
期間　3 月 26 日（日）まで
場所　萩市内各所
賞品　天然とらふぐセット 3 本、萩

の地魚加工品セット 10 本、萩の
地魚お食事券 20 本、萩の地魚付
宿泊券ペア 5 組

萩市水産課☎ 0838-25-4195          

①ポストカードコンテストの応募作
品の展覧会、②気軽に落語を楽しむ
月 1 回の落語会、③映画音楽のコン
サート、トークを交えた映画上映、
チェーンソーアートの展示など
日時　① 1 月 8 日（日）～ 2 月 5

日（日）10 時～ 17 時、② 1 月
13 日（金）18 時 30 分開演、③
1 月 14 日（土）コンサート＆映
画上映会…13 時 30 分開演、展
覧会…9 時 30 分～ 16 時 30 分

秋吉台国際芸術村（秋芳町秋
吉 50）☎ 0837-63-0020
問所 問所

問申

過去の展覧会の様子

問申

　

問問 環境政策課☎ 083-941-2181

マ イ カ ー よ り 電 車 や バ ス を 、 選 ぶ ー

◀ノーマイカーデーの参加登録

はこちらから

vol.9

　私たちの家庭から排出される CO2 のうち、
自家用車の利用によるものが約 2 割を占めて
います（1 世帯当たりの割合）。そのため、移
動方法を見直すことで、CO2 排出量を抑制す
ることにつながります。
　右上のグラフは、人が 1km 移動する際の
CO2 排出量を乗り物別に示したものです。鉄
道やバスは多くの人が乗り合うため、自家用
車に比べて、輸送量当たりの CO2 排出量が少

0 50 100

130

98

57

17鉄道

バス

航空

自家用車

輸送量当たりの二酸化炭素排出量（2019 年度）

CO2 排出原単位［g-CO2/ 人・km］

※輸送量あたりの二酸化炭素の排出量（国土交通省
ウェブサイト）をもとに作成

ない「環境にやさしい乗
り物」になります。
　山口市では、公共交通
機関の利用促進や CO2 排
出削減、交通渋滞の緩和
などに向けて、毎月最終

金曜日に山口市ノーマイカーデーを実施して
います。事前登録をされた方に、バス運賃が
半額になる「のるトクカード」をお渡しして
います。ぜひご登録いただき、公共交通機関
の利用をお願いします。

今回のテーマは「公共交通機関」です。日々の移
動手段を、自家用車から公共交通機関に変えるこ
とで、地球温暖化の防止につながります。通勤や
通学、ちょっとした外出に、公共交通機関を利用
してみませんか。

新型コロナワ新型コロナワクチン接種クチン接種に関するお知らせに関するお知らせ

　 　 接種は、いつまで受けることができますか。
　 　 現時点で、令和 5 年 3 月 31 日までです。

　 　 新型コロナウイルスに感染したことのある人
は、ワクチンを接種することができますか。

　 　 感染後、体調が回復して接種を希望される際に
は、その治療内容や感染からの期間にかかわら
ずワクチンを接種することができます。最終的
には医師の判断となりますので、接種の際に医
師にご相談ください。

新型コロナワクチン接種 Q&A

Q

A

Q

A

※本情報は 12 月 22 日時点のものです。変更等の
可能性がありますので、最新の情報は市ウェブ
サイトをご覧ください。市ウェブサイトは各地
域交流センターと分館でも閲覧できます。

【お問い合わせ先】
  ••  一般的なこと（接種券、接種時期・場所など）
　山口市接種予約・相談センター（毎日 9 時 ~17 時、

多言語対応）☎ 083-976-6420 083-921-2672
  ••  専門的なこと（有効性、安全性、副反応など）
　山口県ワクチン接種専門相談センター（毎日 8 時 30

分 ~17 時 30 分、薬剤師が対応） ☎ 083-902-2277山口市　コロナ　ワクチン 検　索

市では、医師会等の協力の下、希望される方が速やかにワク
チンを接種できるよう取り組んでいます。今回は、接種につ
いてよくいただく質問と回答をご紹介します。

市ウェブサイト

　 　 オミクロン株対応ワクチンは、何回接種するの
ですか。

　 　 現時点で、オミクロン株対応ワクチンの接種は１
回です。

　 　 接種券を紛失しました。再発行できますか。
　 　 可能です。右の二次元コードから E

メールで申請していただくか、上記の
山口市接種予約・相談センターにご連
絡ください。5 開庁日以内に発送します。

Q

A

Q

A
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　　休日・夜間急病診療所
■住所　　　糸米二丁目 6-6
■電話　　　083-925-2266
【内科（高校生以上） ・ 外科】

■診療日時　毎日 19 時 ～ 22 時
※受診される前に、必ず電話をして

ください。

【歯科】

■診療期日　日曜、祝日、12/29~1/3
■診療時間　 9 時 ～ 13 時

　　山口 ･ 防府地域夜間こども急病センター
■住所　　　八幡馬場 53-1
　　　　　　（山口赤十字病院内）
■電話　　　083-921-8025
■診療日時　毎日 19 時 ～ 22 時
■診療科目　小児科（０歳～中学生

の内科的疾患）
※けがや軽いやけどなどは外科で診

療しますので、休日・夜間急病診
療所を受診してください。

※受診される前に、必ず電話をして
ください。

急な病気やケガ等で救急車を呼ぶか
病院に行くか迷ったときは

【小児救急医療電話相談】
■対象　　　子ども（15 歳未満）
■電話　　　♯ 8000 または

　　083-921-2755
■相談日時　毎日 19 時～翌日 8 時
【救急医療電話相談】
■対象　　　おとな（15 歳以上）
■電話　　　♯ 7119 または

　　083-921-7119
■相談日時　毎日 24 時間
※相談は、いずれも看護師と医師が対

応します。

※徳地地域については「ふるさととくぢ」をご覧ください。

2月の休日当番医の休日当番医 ・休日当番医は変更
する場合があります。
事前に各医療機関に
ご確認ください。
・昼休み時間について
は、各医療機関にお
問い合わせください。

受診される際は、必ず事前に電話をして、
医療機関の指示に従ってください。

市政情報を
配信中！

右の二次元コー
ドから「友だち
追加」できます。

山口市ＬＩＮＥ公式アカウントで

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止に関するお願い
ワクチン接種の有無に関わらず、３密を避け、「十分な換気」「こまめな手洗い・手指消毒」

「会話時のマスクの着用」など、基本的な感染予防対策の徹底をお願いします。

人 の う ご き（推計人口）人 の う ご き（推計人口）

上段は令和 4 年 12 月 1 日現在
　　　　　　　　　　　（うち外国人数）

下段は令和 4 年 11 月中の増減

デジタル推進課 ☎ 083-934-2748

192,051 人
（1,886 人）

－ 49 人

88,233 世帯

  － 25 世帯

91,656 人
（877 人）

－ 8 人

100,395 人
（1,009 人）

－ 41 人

全体 男 女 世帯
問問

⚠令和 2 年国勢調査確報値を基に算出
した人口を掲載しています。

土曜当番医
●時間／ 19 時 〜 22 時

内科系 外科系 阿東地域
内・内外科 小児科 内科系 外科系 内科系 外科系

5
日

やまがた循環器
内科クリニック
（大内千坊四）
083-941-2600

たねくぼ整形外科
クリニック
（幸町）

083-934-7110

原医院
（阿東地福上）
083-952-0308

まつお
小児科医院

（維新公園五）
083-924-4970

林病院
（小郡下郷）

083-972-0411

利重クリニック
（江崎）

083-989-2515

林病院
（小郡下郷）

083-972-0411

4
日

ひろなか内科
循環器科
（阿知須）

0836-66-1550

みすみ
クリニック
（小郡明治）

083-972-1003

11
日

清水内科医院
（春日町）

083-925-2288

おおうち
クリニック

（大内千坊五）
083-933-1770

大草医院
（阿東徳佐中）
083-956-0005

まつお
小児科医院

（維新公園五）
083-924-4970

よしかね
循環器内科
（小郡下郷）

083-973-8181

ますだ内科
循環器科

（秋穂二島）
083-987-2002

さっか整形外科
クリニック
（小郡下郷）

083-976-8888

18
日

よしまつ医院
（秋穂二島）

083-987-1777

村田外科
胃腸科

（小郡下郷）
083-972-7100

12
日

光山医院山口
（矢原町）

083-933-1200

野村整形外科
（青葉台）

083-933-0011

澤田医院
（阿東地福上）
083-952-0302

こぐま
診療所

（大内中央二）
083-941-3122

ねごろ神経内科
クリニック
（小郡下郷）

083-976-5256

たむら医院
（江崎）

083-989-4480

阿知須
同仁病院
（阿知須）

0836-65-5555

25
日

秋穂クリニック
（秋穂東）

083-984-8333

小川整形外科
（嘉川）

083-988-1010

19
日

おおどの診療所
（石観音町）

083-922-0299

かく脳神経外科
クリニック

（泉町）
083-920-1001

三浦医院
（阿東徳佐中）
083-956-0500

まつお
小児科医院

（維新公園五）
083-924-4970

山岸内科
（小郡新町）

083-972-2788

阿知須
共立病院
（阿知須）

0836-65-2200

かむら
クリニック
（小郡下郷）

083-972-2513

23
日

野瀬内科
小児科

（大内長野）
083-927-2655

三の宮ふくだ
クリニック
（三の宮一）

083-901-2525

藤原医院
（阿東生雲中）
083-954-0331

近藤こども
クリニック

（幸町）
083-922-0510

田辺内科
（小郡新町）

083-973-3778

ハートクリニック
南山口
（深溝）

083-988-3333

吉武医院
（秋穂東）

083-984-2330

26
日

しおみ
循環器内科
（下竪小路）

083-922-4031

とよた整形外科
クリニック

（大内千坊四）
083-929-3315

原医院
（阿東地福上）
083-952-0308

こぐま
診療所

（大内中央二）
083-941-3122

いちょうの木
クリニック

（小郡船倉町）
083-976-8331

山口嘉川
クリニック

（嘉川）
083-988-0788

阿知須
共立病院
（阿知須）

0836-65-2200

山口市医師会 

北部地域
●時間／ 8 時 30 分 〜 17 時 30 分 

南部地域
●時間／ 9 時 〜 18 時

吉南医師会 

全域
※二次元コード・
時間は山口市医師会 

 日　月　火　水　木　金　土
 ・　 ・　・　 1　2　3　4

 5　6　7　8　9　10　11
 12　13　14　15　16　17　18
 19　20　21　22　23　24　25　
 26　27　28　・　・　・　・

休日当番医テレホンサービス
･･･ 録音でご案内しています。
電話番号を登録して外出時など
にご利用ください。
☎ 083-923-5000

やまぐちのお医者さん navi
･･･ 市内の医療機関
を検索できます。

☎


